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生活者ネットワークの議員は、交代制。
議員を職業化、特権化せず、世代交代を進めることで参加の層を
広げます。任期を終えた議員は、市民政治を広げるための活動や

地域活動などに、その経験を活かします。

生活者ネットワークは東京都内32の自治体にあり、都議1人、市・
区議39人の議員とともにそれぞれの地域課題に取り組むと同時
に、市や区をこえた「東京問題」には全体で取り組んでいます。

日本、韓国、北朝鮮の 3 カ国

で北東アジア非核兵器地帯

を、米ロ中の 3 つの核兵器国

による安全の保証を義務づ

けながら設立しよう、と提案

することで、＜非核の傘＞の

もとで安全と安心を確保し

ていく道が見えてくる。これ

は「共通の安全保障」の一つ

の具体的な姿である。

　世論調査によれば日本の

市民の約 70％が TPNW に参

加すべきとしているが、それ

を前進させるためには核抑

止政策から抜け出すための

政策、例えば北東アジア非核

兵器地帯をうちだせと政府

に迫っていく必要がある。核

兵器の廃絶と戦争のない地球をめざし、今こそ北東アジア非核

兵器地帯を初め「共通の安全保障」をひろげよ

うとの世論形成を訴えたい。

　核兵器禁止条約（TPNW）発効から丸 4 年経つが、現在、署名

94 カ国、批准 73 カ国で、未だ国連加盟国の半数に至っていな

い。米ロなど核兵器国だけでなく日本を初めとした核兵器依存

国は時期尚早と拒否反応を示している。

　そうした折、2024 年、日本被団協がノーベル平和賞を受賞

した。この受賞は、1945 年 8 月、広島、長崎で被爆した直後に、

爆風、熱線、そして放射線により生命を絶たれた 10 数万人に及

ぶ人々を初め、幾多の苦難を生きてきたすべての被爆者に向け

られたものである。その中には朝鮮人、中国人をはじめとした

外国人被爆者が数多く含まれる。その日本被団協は、「核兵器

は一発たりとも持ってはいけない」ことを前提としつつ、三度、

核兵器は使用させないと「核のタブー」形成に寄与してきた。さ

らに 2001 年に発表した「21 世紀被爆者宣言」は、「核兵器も戦

争もない 21 世紀」をめざすとしている。

　これを達成するためには、国益をかざして軍事力により自ら

の安全を保障していく思考から抜け出し、すべての国は安全へ

の正当な権利を有することを認め合う「共通の安全保障」（コ

モン・セキュリテイ）の原則を世界に広げていくしかない。

　核兵器のない世界を目指すとき、核兵器国や核兵器依存国も

TPNW への参加が求められる。それには、すべての国が核抑止

政策から抜け出さねばならない。その１つの答は地域的な非核

兵器地帯を作ることである。日本に引き付ければ、日本政府が、

地域ネット／東京ネット

東村山ネット
集まれ　子ども・若者会議「子どもの権利って何？」
１月18日（土）10：30 ～ 12：30　TAC 東村山
スポーツセンター（東村山駅）　お話：甲斐田
万智子さん（NPO 法人国際子ども権利センター
代表理事）　042-392-7677

世田谷ネット
ゆるっと区政報告会
1月19日（日）14：00 ～ 16：00　世田谷・生活者ネッ
ト事務所（世田谷駅）＋オンライン　おのみずき・関
口江利子の区政報告と意見交換　03-3420-0737

葛飾ネット
議会報告会＆学習会
1月25日（土）14：00 ～ 16：00　カナマチぷらっと（金
町駅・京成金町駅）　議会報告：区議会議員沼田た
か子／学習会・朝鮮学校を知ろう　03-5876-4757

杉並ネット
お話サロン　これでいいの？改正地方自治法
１月25日（土）14：00 ～ 16：00　ウェルファーム杉
並３階第3教室（荻窪駅）　講師：坪井ゆづるさん

（元朝日新聞論説委員）　200円　03-5377-5080

東京ネット
2025 新春のつどい
１月27日（月）14：30 ～ 18：30  杉並公会堂小ホール

（荻窪駅）　第1部  講演会「スウェーデンに学ぶ若
者参加のまちづくり：東京の未来へのヒント」  講師：
両角達平さん（日本福祉大学専任講師）／第2部  

「2025 東京政策」発表  他  2000円  03-3200-9189

葛飾ネット
なんでも相談会
2月10日（月）10：00 ～ 12：00　葛飾・生活者ネッ
ト事務所（京成高砂駅）　03-5876-4757

都議会ネット
■ 2025 年第 1 回都議会定例会：2月19日～ 3
月28日。2月26日：代表質問、27日、28日：
一般質問。3月3日、4日：常任委員会。6日：
中途議決。12日～ 14日、25日、26日：予算特
別委員会。17日～ 21日：常任委員会。

こ
の
30
年
来
「
税
や
社
会
保
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は
世
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か
ら
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」
と
提
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し
て

き
た
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貧
困
者
の
4
分
の
1
が
高
齢
女
性

だ
。年
金
額
に「
最
低
保
障
」を
つ
け
る

こ
と
や
、
正
規
・
非
正
規
を
問
わ
ず
仕

事
の
価
値
に
見
合
う
賃
金
と
す
る
「
同

一
価
値
労
働
同
一
賃
金
」、
東
京
都
で

の
公
営
住
宅
の
拡
充
や
民
間
賃
貸
住

宅
へ
の
補
助
と
し
て
の
「
住
宅
給
付
」

な
ど
一
日
も
早
い
政
策
実
現
が
問
わ

れ
て
い
る

　

防
災
会
議
の
女
性
委
員
比
率
が
増

え
る
こ
と
で
、
避
難
所
で
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
確
保
や
福
祉
避
難
所
の
設
置
、
妊

産
婦
・
乳
幼
児
を
持
つ
女
性
へ
の
支

援
、
ペ
ッ
ト
対
策
な
ど
が
進
む
こ
と
が

調
査
結
果
に
も
表
れ
て
い
る
。

　

性
別
で
な
く
一
人
ひ
と
り
の
個
人

を
大
切
に
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
制

度
や
施
策
を
見
直
す
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主

流
化
」
を
実
体
化
す
る
た
め
に
、
政
策

決
定
の
場
で
あ
る
議
会
に
女
性
を
増

や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
代
表
委
員
／
都
議
会
議

員［
国
分
寺
市
／
国
立
市
］

岩
永
や
す
代

厳
し
く
な
っ
て
い
る
。低
所
得
者
層
に

は
女
性
が
多
く
、
女
性
の
貧
困
に
も
影

響
。シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
貧
困
率
は

O
E
C
D
で
最
悪
、若
年
層
の
貧
困
率

も
高
い
こ
と
が
未
婚
率
の
上
昇
に
つ

な
が
り
、
少
子
化
、
人
口
減
少
に
つ
な

が
っ
て
い
る
、
と
大
沢
さ
ん
は
指
摘
す

る
。

　

社
会
保
障
を
性
別
で
見
る
と
、
年
金

は
現
役
時
代
に
所
得
が
高
か
っ
た
「
男

性
の
保
険
」、介
護
・
高
齢
者
医
療
は
平

均
寿
命
が
長
い
「
女
性
の
保
険
」
と
い

う
話
は
分
か
り
や
す
く
、
介
護
保
険
の

大
幅
改
悪
に
よ
り
介
護
離
職
が
進
み
、

女
性
の
貧
困
が
増
々
深
刻
化
す
る
と

い
う
悪
循
環
に
陥
る
状
況
に
あ
る
。

　

防
衛
費
に
は
、
5
年
間
で
43
兆
円
も

の
財
源
が
充
て
ら
れ
る
一
方
で
、
少
子

化
対
策
に
は
わ
ず
か
3
・
6
兆
円
。う

ち
１
兆
円
を
医
療
保
険
料
と
し
て
徴

収
す
る
た
め
、
加
入
者
の
多
い
高
齢
女

性
へ
の
負
担
が
大
き
く
の
し
か
か
っ

て
い
る
。

一
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と
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れ
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へ
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深
刻
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す
る
女
性
の
貧
困

　

日
本
の
社
会
保
障
制
度
や
税
制
は

世
帯
単
位
で
制
度
設
計
が
な
さ
れ
、
今

日
に
至
っ
て
い
る
。家
族
の
あ
り
様
が

変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
、
雇

用
・
処
遇
、意
識
、制
度
・
政
策
な
ど
、未

だ
に
昭
和
時
代
の
ま
ま
。「
結
婚
し
て

地
方
に
移
住
す
る
女
性
に
60
万
円
」
に

非
難
が
集
中
し
、
直
ぐ
に
撤
回
す
る
な

ど
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
か
ら
は
程
遠
い

政
治
が
ま
か
り
通
っ
て
い
る
。

　

平
成
時
代
の
30
年
間
で
、
社
会
保

険
料
負
担
が
急
増
。国
民
全
体
の
累

進
度
が
下
が
り
、
高
所
得
者
が
よ
り

優
遇
さ
れ
、
低
所
得
者
の
負
担
が
よ
り

決
定
の
場
に
も
っ
と
女
性
を
！

命
と
暮
ら
し
の
た
め
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
を

　
日
本
の
社
会
保
障
制
度
や
税
制
は
世
帯
単
位
で
制
度
設
計
が
行
わ
れ
て
お
り
、
世
帯
主
本
位
の
考
え
方
が

様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。例
え
ば
防
災
施
策
を
み
て
も
、女
性
に
不
利
な
し
く
み
が
解
消
さ
れ
な
い
。 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
は
、
性
別
で
な
く
一
人
ひ
と
り
の
個
人
を
大
切
に
す
る
た
め
に
制
度
や
施
策
を
見
直
す

こ
と
に
あ
る
。こ
の
日
、経
済
学
者
の
大
沢
真
理
さ
ん
か
ら
現
状
を
学
ん
だ
。

ピースデポ理事／前代表湯浅一郎

今
、核
兵
器
と
戦
争
の
な
い
地
球
へ

―
鍵
は「
共
通
の
安
全
保
障
」を

世
界
に
広
げ
る
こ
と
―

大沢真理さん（東京大学名誉教授）
（大澤眞理）経済学者、専門は社会政策。日本
学術会議会員。代表著作は『イギリス社会政策
史－救貧法と福祉国家－』など。

岩永やす代
都政フォーラム
2024.8.30

『ピース・アルマナック2024―核兵器と戦争
のない地球へ』
発行日：2024年6月30日　編著者：ピース・
アルマナック刊行委員会　監修者：梅林宏
道（ピースデポ特別顧問）　発行所：緑風出
版　Ｂ5判260ページ　定価：2900円＋
税　ISBN978-4-8461-2406-9　核兵器廃
絶や脱軍備に関する主要な動向を記録した
ピースデポの年鑑。平和のために働く市民、
自治体の座右の書となることをめざしている
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編集後記／ 12月22日、沖縄県民大会に呼応して、「沖縄・相次ぐ米兵による性暴力事件に抗議し基地撤去を求める東
京行動」が、新宿で取り組まれ、集会デモに 400 人が結集。東京・生活者ネットは、この行動に団体賛同し、メンバー
が参加しました。／ 2025 年は、6月末か 7月初めに東京都議会議員選挙があり、東京・生活者ネットは、議席増をめざ
して、32 の地域生活者ネットが一丸となってたたかいます。ご支援のほどよろしくお願いします。（上坂）

人と暮らし優先のまち東京へ
岩永やす代一般質問から
東京・生活者ネットワーク都議会議員

岩永やす代［国分寺市・国立市］

企画展「強制連行」「強制労働」の否定に抗
う～各地の追悼・継承の場をたずねて～
開催中～ 1月26日（日）12：00 ～ 17：00　休館：月・火　高麗
博物館（東新宿駅）　入館料：一般500円、高校・大学生・30
歳未満200円、中学生以下無料　◆ライブトーク（要予約）：
不二越強制連行・強制労働訴訟を支援する北陸連絡会　1
月18日（土）14：00 ～ 16：00　講師：中川美由紀　1000円（入
館料含む）　NPO法人高麗博物館　03-5272-3510

学習会　クルド人へのヘイト　川口で何が
起きているのか？
1月30日（木）19：00 ～　練馬区区民・産業プラザ研修室
2西側（練馬駅）　お話：三木譲（差別排外主義に反対する
連絡会）　500円　ヘイトスピーチ許さない・練馬　090-
5208-5803

　

2
0
2
4
年
12
月
11
日
、都
議
会
第

4
回
定
例
会
本
会
議
に
お
い
て
岩
永

や
す
代
が
一
般
質
問
に
登
壇
。暮
ら
し

の
不
安
が
募
る
中
、
安
心
、
共
生
の
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
都
の
役
割
と
取

り
組
み
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

都
議
会
第
4
回
定
例
会
で
一
般
質
問
に
立
つ
岩
永
や

す
代都

市
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
を

　

都
内
で
は
大
規
模
な
再
開
発
が
目

白
押
し
で
、
床
面
積
は
拡
大
を
続
け
て

い
ま
す
。住
宅
総
数
は
、
す
で
に
世
帯

数
を
大
き
く
上
回
り
、
も
は
や
過
剰
に

な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、
今
後
の
人

口
減
少
は
確
実
で
、
そ
の
た
め
の
準
備

を
始
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。神
戸
市

で
は
、
タ
ワ
マ
ン
規
制
に
よ
り
住
宅
数

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
始
め
ま
し
た
。東

京
で
は
現
状
、
都
市
計
画
の
制
度
は
規

制
緩
和
に
よ
る
床
面
積
の
拡
大
に
資

す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
は
、
減
築
な
ど
が
成
り
立
つ
ダ
ウ

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
に
資
す
る
制
度
を
こ

そ
設
け
る
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
再
開
発
や
公
共
事
業
に
つ
い

て
、
市
民
合
意
の
た
め
の
制
度
づ
く
り

が
必
要
で
す
。例
え
ば
善
福
寺
川
上
流

地
下
調
節
池
に
お
い
て
は
、
住
民
の
間

で
、
計
画
の
情
報
が
届
い
て
い
な
か
っ

た
こ
と
を
発
端
に
反
発
が
強
ま
っ
て

い
ま
す
。地
下
調
節
池
は
、
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の
対
象
に
も
な
っ
て
お
ら

ず
、
都
が
進
め
る
事
業
と
し
て
プ
ロ
セ

ス
が
足
り
ま
せ
ん
。徹
底
し
た
情
報
開

示
と
合
意
形
成
を
求
め
ま
し
た
。

多
様
な
生
き
方
と
家
族
形
態

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
に

　

都
は
婚
活
事
業
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト

さ
せ
て
い
ま
す
が
、
少
子
化
対
策
の
文

脈
で
公
共
機
関
で
あ
る
東
京
都
が
実

施
す
る
婚
活
は
問
題
で
す
。結
婚
を
す

る
も
し
な
い
も
個
人
の
選
択
で
す
。都

の
婚
活
が
、
結
婚
圧
力
を
助
長
し
生
き

方
の
選
択
を
狭
め
る
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
ま
す
。少

子
化
対
策
で
は
む
し
ろ
、
子
ど
も
た
ち

が
生
き
や
す
い
社
会
に
す
る
こ
と
、
多

様
な
家
族
の
形
態
を
認
め
、
ど
ん
な
状

況
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
で
も
等
し
く

育
つ
権
利
が
あ
り
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ

る
こ
と
こ
そ
が
必
要
で
す
。

子
ど
も
の
権
利
と
子
ど
も
・
若

者
の
居
場
所

　

不
登
校
の
子
ど
も
が
こ
の
10
年
間

で
3
倍
以
上
に
も
増
え
ま
し
た
。子
ど

も
た
ち
が
あ
り
の
ま
ま
で
い
ら
れ
る

学
校
へ
と
、
学
校
が
大
き
く
変
わ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。教
職
員
が
子
ど
も
の

権
利
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
学
校
で
子
ど

も
た
ち
自
身
も
学
ぶ
こ
と
が
重
要
で

す
。そ
し
て
、
い
つ
で
も
S
O
S
を
出

せ
る
と
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
、

安
心
し
て
過
ご
せ
る
若
者
の
居
場
所

の
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

　

都
内
の
自
治
体
で
子
ど
も
の
権
利

条
例
制
定
と
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
設
置

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
広
域
自
治
体
と

し
て
東
京
都
に
も
、
子
ど
も
に
寄
り
添

い
子
ど
も
を
エ
ン
パ
ワ
ー
す
る
公
的

な
第
三
者
機
関
、
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
や

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
を
設
置
す
べ
き
と

求
め
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
保
険
証
と
マ
イ
ナ
免
許

証
　

12
月
の
議
会
に
は
、
マ
イ
ナ
免
許
証

導
入
に
伴
う
条
例
改
正
が
あ
り
ま
し

た
。多
く
の
国
民
の
反
対
を
よ
そ
に
、国

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
続
け
て
マ
イ
ナ

免
許
証
導
入
を
強
引
に
進
め
て
お
り
、

現
場
で
は
煩
雑
で
不
便
に
な
る
こ
と
や

個
人
情
報
ア
ク
セ
ス
へ
の
懸
念
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
も
そ
れ
に
保
険
証
や
運
転
免
許
証

を
付
加
す
る
こ
と
も
任
意
で
す
。保
険

証
は
資
格
証
明
書
が
届
く
こ
と
、
運
転

免
許
証
は
従
来
の
も
の
が
使
え
る
こ
と

を
き
ち
ん
と
周
知
す
べ
き
で
す
。

センター室内には、「ガチャ」。子どもの８つの権利のどれかが出てくる

武
蔵
野
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
市
議
会
議
員

西
園
寺
み
き
こ

子
ど
も
の
味
方

—

権
利
擁
護
セ

ン
タ
ー
に
相
談
集
ま
る

　

2
0
2
3
年
4
月
施
行
武
蔵
野

市
子
ど
も
の
権
利
条
例
に
基
づ
き
、

昨
年
10
月
「
子
ど
も
の
権
利
擁
護
セ

ン
タ
ー
」が
始
動
し
ま
し
た
。

　

権
利
擁
護
委
員
は
半
田
勝
久
さ
ん

（
日
本
体
育
大
学
准
教
授
）、
中
智
美

さ
ん（
公
認
心
理
士
）、
橋
詰
穣
さ
ん

（
弁
護
士
）。加
え
て
相
談
員
2
名
が

相
談
受
付
体
制
を
取
り
ま
す
。11
月

末
ま
で
に
、子
ど
も
5
、大
人
33
、合

計
38
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。（
電
話
14
、
専
用
フ
ォ
ー
ム
10
、

面
談
13
、手
紙
1
）。

　

よ
う
や
く
実
現
、
始
動
し
た
同
セ

ン
タ
ー
。権
利
擁
護
委
員
は「
市
長
か

ら
独
立
し
た
」機
関
。一
昨
年
3
月
市

議
と
し
て
条
例
に
反
対
し
た
方
が
、

23
年
末
か
ら
市
長
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
権
利
擁
護
の
取
り
組
み
が
停

滞
・
後
退
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
生

活
者
ネ
ッ
ト
は
注
意
深
く
見
守
っ
て

い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
こ
と
は
子
ど
も
に
聞
こ
う

「
子
ど
も
議
会
」
が
実
現
！

　

武
蔵
野
市
議
会
も
独
自
の
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。8
月「
子
ど
も
議

会
」を
開
催
。①
市
主
催
で
な
く
議
会

主
催
、②
単
発
で
な
く
、定
例
化
す
る

方
針
、が
大
き
な
特
長
で
す
。市
立
中

6
校
か
ら
生
徒
16
人
が
参
加
。事
前

に
2
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、

学
校
ご
と
に
政
策
提
案
を
ま
と
め
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
議
場
で
発

言
し
ま
し
た
。「
生
徒
会
室
に
エ
ア

コ
ン
が
な
い
」「
リ
ュ
ッ
ク
が
重
い
」

「
通
学
路
に
信
号
機
を
」「
ス
タ
デ
ィ

カ
フ
ェ
が
ほ
し
い
」「
学
校
間
交
流

の
場
が
ほ
し
い
」
な
ど
、
実
態
を
調

べ
、
校
内
ア
ン
ケ
ー
ト
を
交
え
て
熱

気
あ
ふ
れ
る
提
案
で
し
た
。出
て
き

た
課
題
は
、
早
速
9
月
議
会
で
複
数

の
議
員
が
取
り
上
げ
、
25
年
度
予
算

に
組
み
込
ま
れ
る
見
通
し
の
案
件
も

あ
り
ま
す
。

　

予
算
措
置
で
解
決
す
べ
き
案
件
、

学
校
内
自
治
で
解
決
す
べ
き
案
件
、

現
時
点
で
は
困
難
だ
が
中
長
期
的
に

議
論
す
べ
き
案
件
、を
整
理
し
、「
生

徒
に
と
っ
て
の
主
権
者
教
育
」（
教

育
面
）、市
議
会
に
と
っ
て
の
政
策
提

案（
広
報
公
聴
機
能
拡
充
）、
両
面
で

子
ど
も
の
意
見
表
明
の
場
を
確
保
す

る
。生
活
者
ネ
ッ
ト
は
市
議
会
主
催

子
ど
も
議
会
を
定
例
化
し
有
意
義
な

取
り
組
み
に
育
て
て
い
き
ま
す
。

武
蔵
野
市
で「
子
ど
も
の
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
」始
動
！

遡
る
8
月
に
は
市
議
会
主
催
で
子
ど
も
議
会

11
月
、
武
蔵
野
ネ
ッ
ト
と
、
市
域
の
運
動
グ
ル
ー
プ
地
域
協

議
会
メ
ン
バ
ー
で
、
武
蔵
野
市
子
ど
も
の
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
を
訪
問
。マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ミ
ミ
ワ
ン
」は
、

「
大
き
な
耳
で
、
子
ど
も
た
ち
の
話
を
何
で
も
よ
く
聞
い
て

く
れ
る
」願
い
を
こ
め
、子
ど
も
た
ち
が
選
ん
だ
。壁
に
は
子

ど
も
た
ち
が
書
い
た
夢「
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
」「
平

和
な
世
界
に
な
っ
て
ほ
し
い
」な
ど
で
い
っ
ぱ
い
！

　沖縄防衛局は、米軍に提供する辺野
古新基地を造るため、世界自然遺産に
指定された奄美大島からの埋立用材
調達に向けた具体的な作業に入りました。
　「辺野古土砂搬出反対全国連絡協議会」は、①搬出地
の奄美の生活・自然環境が破壊される②特定外来生物
が沖縄に持ち込まれる③防衛局は変更承認申請を
行っていない、と問題点を指摘し、この計画を止める
ための署名活動に取り組んでいます。
　署名のあて先は、防衛大臣と沖縄防衛局長。要求事
項は、1.奄美大島からの辺野古埋立用材調達を断念す
ること　2.辺野古・大浦湾の埋め立て工事を直ちに中
止すること。
　東京・生活者ネットワークは、この署名活動に賛同し
ています。多くのみなさんのご協力をお願いします。
　第一次集約：2025年1月31日。署名用紙
は、辺野古土砂搬出反対全国連絡協議会HP
からダウンロードできます。
http://stophenoko.html.xdomain.jp/

奄美大島から辺野古新基地建設に
石材や土砂を持ち込ませない！

全国から
署名しよう

オンライン署名
はこちら

都庁で連日上映されているプロジェク
ションマッピング。２年間で48億円


